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タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル

※	タイムスケジュールは変更になる場合もあります。当日の放送にご注意下さい。※

※ 表彰式は新型コロナウィルス感染拡大防止対策として、放送で成績発表のみ行います。
　 ２８日 午前の部（１１：３０頃）、午後の部（１５：３０頃）に放送を致します。
　 追求競技の成績発表は午前の部で致します。

　  放送後、本部受付テント（ホテルこわしみず前駐車場）にて、ゼッケンと交換に賞状、
賞品をお渡し致します。

※ 新型コロナウィルス感染拡大防止対策として、開会式、閉会式は行い
ません。 直接、競技会場にお集まりください。

６月２７日（土）

７：３０ J-SchH 追求会場集合
（ゼッケン配布、リードの長さ確認）

８：００ J-SchH 追求競技開始

１４：００ J-SchH 服従、防衛　前日練習開始

６月２８日（日）

７：００ 受付開始

８：００

J-SchH 服従 競技開始
選別 競技開始

自臭 （決勝戦なし） → 他臭 （決勝戦あり）
自由選択・CDJ 競技開始
（5 課目、10 課目、CDJ）

９：３０ ZPr 競技開始

１２：００ J-SchH 防衛 競技開始

１５：００ 競技終了
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大 会 役 員

御 協 力 頂 き ま し た 皆 様 に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す。

山口　正

梅島　基平

梅島　基平・後藤　宏行・澤田まどか

鈴木　浩司・宮原　良太

安齋　裕己

山岸（本部事務職員）

オールドッグセンター　

横浜安達警察犬訓練所

他　訓練士有志、ボランティア有志

大 会 会 長

審 査 統 括

審 査 員

防衛・追求印跡ヘルパー

本 部 統 括

本 部 事 務

設 営 協 力

担 当 審 査 員

自由選択 5課目・１０課目	 梅島 基平
CDJ・ZPr	 梅島 基平
選別　自臭・他臭	 澤田	まどか

J-SchH	 追求	 澤田	まどか
	 服従・防衛	 後藤	宏行

印跡、防衛ヘルパー	 鈴木浩司・宮原良太

注：審査員及び要員に止むを得ない事情が生じた場合には、一部変更する事があります。
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注 意 事 項

大会タイムスケジュールは、進行状況によって前後致します。

 ※  新型コロナウイルスの感染状況に応じて、開催は中止となる場合があります。
 ※  感染拡大防止のため、皆さまには状況に応じてのマスク着用をお願いいたします。
 ※  ソーシャルディスタンスの確保、3 密回避のご配慮をお願いいたします。
 ※  審査員は基本的にマスク着用で審査を行います。また、講評は省略する場合があります。
 ※  本部にアルコール消毒液を用意します。積極的なご利用をお願いいたします。
 ※  開催の中止、新型コロナウイルスの感染に伴う損害および開催に係るトラブル等に関し

ては、いかなる場合も当協会はその責を負いません。

【会場内の秩序維持について】
•	 大会出場犬に限らず、会場内にご来場される犬は、一年以内に狂犬病予防注射が済んでいない場合、立
入り禁止です。また、噛みつき癖がある犬、病気の犬はご来場をご遠慮ください。

•	 会場内におけるトラブル、事故やケガ、盗難、紛失等につきましては、主催者は一切の責任を負いかねます。
また、他の参加者や一般の方のご迷惑になる行為を行ったり、スタッフの指示をお聞きいただけない場合
は、やむを得ずご退場いただくことがございます。

•	自動車は指定の駐車場にお停め下さい。
•	 野営、火気の使用禁止。
•	 昼食の配付はありません。お弁当、飲み物の持ち込みは可能ですが、会場内にゴミ箱はございません。
ゴミは必ずお持ち帰りください。飼い主として、責任をもってゴミや愛犬の排泄物はお持ち帰りください。(近
隣のスーパー、コンビニ等に捨てないで下さい。)

•	 糞を地面に埋める事は禁止です。必ずお持ち帰りください。

愛犬家のマナー

来た時よりも美しく！！
ゴミは各自持ち帰りましょう

注意事項の内容につきましては、予告なく変更する場合があります。
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競 技 会 規 定
◉  服従Ａ　自由選択課目

5課目 （1課目20点 合計100点）
◉  服従Ｂ　自由選択課目

１０課目 （1課目10点 合計100点）
出場時に審査員に課目を申し出てください。
 ただし以下の課目はできません。
 （ 前進・方向変換、板壁登はん、連続往復障害飛

越、梯子昇りとスベリ台降り、渡橋、追求、物品
監守、禁足、襲撃、護送、監視、玉乗り、トンネ
ル、シーソー、他審査員の判断）

◉ 選別専科
自臭の部　（100点）
  　指導手は犬を出発点に伴い、選別台に対し反

対向きに脚側停座させ、審査員の指示を待つ。自
己の体臭付着物品1個（唾液・犬臭等をつけては
ならない）とともに他人臭同一人の誘惑物品４個
を、約10m前方の選別台上に配置する。審査員
の指示により反転し犬を脚側停座させる。本臭物
品（原臭）を嗅がせ、選別台に向けてスタートさせ
て作業を開始する。犬が選別台に到達するまで
は、声視符による指示をしても良いが、犬が選別
台に到達したら、一切の声視符を禁ずる。但し、犬
が物品を完全に咥え上げたならば招呼して良い。
この作業は適当な間隔を置き、物品の配置を変え
て（審査員の指示による）原則として３回実施す
る。１回の制限時間は限定せず、物品は5個とし、
審査員の承認を得た物品とする。

 　この作業の採点は次のとおりとする。
  　原則として決勝戦は行わず、犬および指導手の

作業態度も点数に加える。
 ３回成功　　９０点
 ２回成功　　６０点
 １回成功　　３０点　＊作業態度　１０点

他臭の部　（100点）
  　臭気選別は４回行う。但し、１~３回まで連続し

て成功した場合は４回目を省略する。採点は１~
３回ストレートで成功１００点・３回成功７５点・
２回成功５０点・１回成功２５点とし、この点数が
本競技の獲得点数となる。１００点獲得犬が２頭
以上いた場合は３回を限度として順位決定戦を
行う。順位決定戦にはゼロ回答を入れる場合が
ある。また、１００点獲得犬が居ない場合で、同点
の犬が２頭以上いた場合は指導手および犬の作
業態度も考慮して順位を決定する。

  　物品は布片（縦約20㎝、横約10㎝）原則として
シャツまたは靴下からの移行臭とする。移行時間
は２~５時間とし、２~３日前に準備する。１個の本
臭物品と４個の誘惑物品（４名の誘惑臭）を使う。

  　スタートラインから選別台までの距離は１０ｍ
とする。

  　作業時間は、指導手が本臭物品を受け取り、犬
が物品を咥えて指導手のもとへ戻り、指導手が受
け取るまでを１分以内とする。

  　スタートのやり直しは１回戦のみ各１回認める
こととする。順位決定戦では認められない。

  　競技中に排尿、排便をした場合、その回を中止
とする。

  　２個以上の物品を持ってきた場合、また、途中
で物品を落とし、スタートラインを越えた場合は
その回を不正解とする。

  　競技中に犬が逸走した場合、指導手は直ちに
呼び戻しを行うが、２回の呼び戻しを行っても犬
が応じない場合、その回を中止とする。尚、逸走そ
の他、審査員が危険性があると判断した場合、そ
の回の中止および以後の作業を中止する場合が
ある。

  　持来した物品は正面停座で受け取り、犬に脚
側停座させた後審査員に渡す事を基本とする。

  　順位決定戦におけるゼロ回答は、犬が選別台
上の物品すべてを確実に嗅ぐことを原則とする。嗅
がずに不持来した場合はその回を不正解とする。

実施要項： 　指導手は犬を出発点に伴い、申告を行う。続
いて選別台に対し反対向きに脚側停座させ、審
査員の指示を待つ。審査員の指示により反転し
犬を脚側停座させた後、本臭物品を受け取り
犬に嗅がせ、選別台に向けてスタートさせて作
業を開始する。犬が選別台に到達するまでは指
導手による声視符を認めるが、選別台に到達後
は一切の声視符を禁止する。選別台に到達後
は、後の作業を犬が自力で完遂する事を原則と
するが、犬が物品を完全に咥え上げ、指導手の
方へ向いたならば招呼しても良い事とする。

◉ ＣＤJ　（１００点）
実施要領； 
 1.　 すべての課題を紐付きで受験することができ

る。ロングリードも認められる。また紐無しで
受験することもできる。一部の課題のみ紐付
き、紐無しで受験する際は申告の際に審査員
に伝える。

 2.　 声符は発進・及び歩度・動作・方向一方向変
換時のみ使用し、1回とする。

  　  視符・体符は原則として使用しないものとする。
 3.　 他犬種の場合障害飛越の高さは審査員が指

示する。

 (1) 紐付き脚側行進　20点
  　コースはコの字型（４５歩）を基本とする。出発

点で犬に基本姿勢（脚側停座）をさせる。審査員
の指示により、常歩で脚側行進を開始し、第３
コースの最終地点で反転後、復路を同じ要領で
出発点に戻る。  反転後、停止したならば直ちに、
犬に基本姿勢（脚側停座）をさせる。コーナーと
反転の際、犬に指示の声符を与えて良い。

 (2) 伏臥　20点
  　出発点で基本姿勢をとる。審査員の指示によ

り、指導手は停座している犬に、「伏臥」を命じる。
３秒後、審査員の指示により脚側停座を命じる。

 (3) 立止（常歩行進中一旦停止）　20点
  　審査員の指示により、指導手は出発地点より

常歩行進中、10歩の地点で一旦立ち止まり、犬
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をその場に立止をさせる。その後、指導手は屈折
点まで直進し、反転して再び犬のもとに戻り、立
止している犬の向かって右側から後方を廻って、
脚側に付き、審査員の指示により、廻れ右をして
脚側停座を命ずる。

（4） 待座招呼　20点
  　脚側停座している犬に、審査員の指示により

「待座」を命じ、指導手は出発点まで10歩直進
し、廻れ右をして犬に対面する。審査員の指示で
犬を招呼する。犬は直接、脚側に停座するか、又
は指導手の正面に停座する。声符により脚側停
座を命ずる。この時、犬は指導手の後ろを回って
も、直接左脚側に停座しても良い。

（5） 障碍飛越（50cｍ）　20点
  　指導手は障害から任意の位置に犬を脚側停座

させた後、審査員の指示により犬に障害を飛越さ
せる。犬が飛越したら指導手は、声符「立って」あ
るいは「まて」を命じ、審査員の指示により指導手
は障害を迂回して犬のもとに行き、審査員の指示
で脚側停座を命ずる。

◉ ZPr （１００点）
今回は専門作業を行わないため、３０点を付与し、
服従作業の７０点を加えて合計１００点とする。

服従作業
（1）紐無脚側行進（10点）
   　審査員の指示により、脚側停座した犬から引紐

を解き、これを肩に掛けるか、たすき掛けにする。
コースはコの字型（45歩以上）を基本とし、往路
は常歩、復路は速歩とする。指導手は復路スター
ト地点に戻り、反転後、停止したならば直ちに、犬
に脚側停座をさせる。コーナーと反転の際、犬に
指示の声符を与えて良い。

（2）常歩行進中の立止（10点）
   　脚側停座から、常歩行進中、第1コース中間地

点で指導手は歩度を変えたり、振り返ることなく、
犬に「立止」を命じる。指導手はそのまま直進し、
第1コーナーで反転し犬に対面し停止する。審査
員の指示により犬のもとに戻り、犬の右側に立っ
て、審査員の指示で脚側停座させる。（犬のもとに
戻るときは、立止している犬に向かって右側から
後方を回って脚側停座させる。）

（3）常歩行進中の伏臥（10点）
   　続いて脚側停座から、常歩で脚側行進を行な

い、第2コース中間地点で指導手は歩度を変えた
り、振り返ることなく、犬に「伏臥」を命じる。指導
手はそのまま第2コーナーまで直進し、犬に対面
し停止する。審査員の指示により犬のもとに戻り、
犬の右側に立って、審査員の指示で脚側停座させ
る。（要領は上記に準ずる。）

（4）待座及び招呼（10点）
  　脚側停座から引き続き常歩で脚側行進を行な

い、第2コーナーから５歩の地点で一旦停止し、
「脚側停座」を命じ、犬を待座させ、指導手はその
まま最終地点まで直進し、犬に対面する。審査員

の指示で犬を招呼する。犬は喜々として帰来し、
指導手の正面に停座するか、又は直接、脚側に停
座する。声符「アトエ」で脚側停座させる。(直前に
停座した場合、犬は指導手の後ろを回っても、直
接、左脚側に停座しても良い。)

（5）650gダンベル持来（10点）
  　脚側停座から、ダンベルを所定の位置より約

8m前方に投げ、審査員の指示により「持来を促
す声符」を命ずる。犬は迅速な歩度でダンベルの
所へ行き、直ちにくわえ上げ、指導手のもとに持来
する。犬はダンベルを咥えたまま指導手の正面に
停座する。審査員の指示により指導手がダンベル
を取り上げるまで、これを咥えていなければなら
ない。犬を指導手の前に停座させ、ダンベルを受
け取り、審査員の指示なしで犬に脚側停座を命ず
る。犬が脚側停座するまで指導手は位置を変えて
はならない。(犬は脚側の位置につく際、指導手の
後ろを回っても、直接左脚側に停座しても良い)

（6）高さ80cm障害飛越（片道）（10点）
  　障害から任意の位置に犬を紐無しで伴い脚側

停座させた後、審査員の指示により犬に障害を飛
越させる。犬が飛越したら指導手は、声符「タッ
テ」あるいは「マテ」を命じ、審査員の指示により
指導手は障害を迂回して犬のもとに戻り、審査員
の指示で脚側停座を命ずる。指導手は、犬を伴っ
て障害の前に立ってから飛越後、声符「マテ」の指
示で犬が停止するまで、その位置を変えてはなら
ない。

 (7)　休止(３分)(10点)
  　指導手は所定の位置に犬を伏臥させ、犬の方

を振り返ることなく審査員の指示する遮蔽下に隠
れる。犬の側には何も置いてはならない。指導手
は３分後、審査員の指示により犬のもとに戻り、
審査員の指示で脚側停座をさせ作業を終わる。



◉ J-SchH　（各１００点）

“A・追求 ”
「未知人による印跡」、「約 400 歩」「直線コー
ス 5 ヶ所」「コーナー 4 ヶ所・約 90°」

「配置物品 3 ケ」「印跡経過後原則直ちに、審
査員の指示によるものとする」「作業制限時
間 20 分」

追求コース 79 点
物品（7 ＋ 7 ＋ 7） 21 点

合  計 100 点

物品を一つも発見出来なかった場合の最高
評価は「B 評価」とする。

＜物品＞
物品は未知人の臭いが付着した、3 種類と
する。（木片・革・布地）
大きさ: 長さ10cm、幅 2 ～ 3㎝、厚さ0.5 ～ 1
㎝

＜物品の配置＞
第一物品は出発点から最低80歩以上進んだ、
コーナー部から 20 歩以上の第１コースに置
く。第二物品は審査員の指示により第 2 ま
たは 3 コースに置く。第 3 物品は最終地点
に置く。物品の順番は同一にする。物品を配
置する際には立ち止まらずに配置する。最終
物品配置後、印跡者は更に数歩直進する。

＜使用声符＞
「捜索を促す」一声符
出発点と、第一物品と第二物品発見後の再
スタートの時。誤った物品告知後に使用が
許される。

＜実施要領＞
指導手は申告前に 10m 捜索リードを、首
を締めない状態でチェーン首輪に装着して
おく。指導手と犬は審査委員のもとへ行き
基本姿勢をとり、犬が物品を発見した時に、

「指示する」か「咥え上げる」かの、どちら
かであるか申告する。（犬は紐無し状態でも
作業を実施しても良い）
審査員の指示で指導手は犬を静かに出発点
へ導き作業を開始する。
出発地点より約 2 ｍ手前の作業開始範囲外
における短時間に及ぶ停座実行は認められ
る。
出発地点では犬は落ち着いて、集中した状
態で鼻の位置を深く保持し、臭いを嗅ぎ当
てながらスタートしなければならない。臭
いを嗅ぎ当てている作業中は「捜索を促す
声符」以外の補助的行為をしてはならない。
出発地点でスタートを 3 回失敗した場合に

は追求作業は中止される。
スタートピンは手前 3 ｍに一本。
スタート地点に一本。
いずれも左側又、各コーナー 5 歩手前の右
側に途中ピンを立てる。
指導手は捜索リードの末端を持ち、犬の後
方 10m の間隔を保ちながら追随する。
この場合、捜索リードを緩ませても良く、
リードが地面に接することは認められる。
捜索リード無しでの実施に於いても 10m の
間隔を保たなければならない。
犬は足跡コースを集中して、持続性のある、
可能な限り安定した速度 ( 足跡コースの難
度により ) で作業を実施しなければならな
い。指導手は常に足跡上を進む必要はない。
犬が物品を発見次第、指導手の補助的行為な
しに申告通りの方法で、直ぐに「咥え上げる」
または「指示」を実行しなければならない。

「指示する」と申告した場合は、伏臥、停座、
立止で行うことが出来る（物品ごとに姿勢
が変わっても良い）。「咥え上げる」と申告
した場合は、立止、停座、または持来での
実行が認められる。持来の場合、指導手は
その場に立ち止まらなければならない。咥
え上げて進んだり、咥えて伏せることは誤
りである。
物品発見動作が確実に実施された後、物品
を審査員に示す際には、指導手は犬の横に
立たなければならない。
物品を発見した際に、物品を拾い上げる前、
または物品を審査員に示してポケットに入
れた後の何れか一度だけ、犬を短く褒める
ことが認められる。
追求作業が再開されるまでは、犬はその場
で静かに待機する必要があり、捜索リード
を短く持った指導手の「捜索を促す声符」
により追求作業を再開する。
足跡コースから犬が逸脱することを指導手
が意図的に阻止した場合、審査員は指導手
に対し犬に追従するよう指示する。指導手
は、この指示を無視してはならない。この時、
指導手が審査員の指示に従わなかった場合
や、または足跡コースが捜索リード 10m 以
上 ( リード無しでの追求作業時も同様 ) 離れ
てしまった場合、追求作業は中止される。
最終物品発見後に審査員のもとへ行き作業
終了を伝え、基本姿勢で発見した物品を提
示する。
「作業中止」「失格」に至る、犬や指導手の態度

＊出発地点における 3 回のスタートの失敗。
＊ 足跡コースから犬が捜索リードの長さ以上逸脱、

または審査委員が犬の後を追従するよう指示をす
るも無視した場合。

＊ 制限時間内 (20 分 ) に追求終了地点に到達出来な
かった場合。

＊ 物品を咥え上げるが放さない。野生動物を追い作
業再開が不可能な場合。
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“B・服従 ”
1. 脚側行進 ( リードなし ) 15 点
2. 常歩行進中の停座 5 点
3. 速歩行進中の伏臥、招呼 10 点
4. 速歩行進中の立止、招呼 10 点
5. ダンベル持来（2㎏） 10 点
6. 1 ｍ障害と
　ダンベル持来 (650g) 15 点

7. 斜壁と
　ダンベル持来 (650g) 15 点

8. 前進と伏臥 10 点
9. 状況下での休止 10 点
合   計 100 点

＜一般規定＞
服従作業は 2 頭 1 組で行う。指導手はリー
ド無しで犬を伴い、審査員のもとで基本姿
勢をさせ、申告を行う。指導手が全服従課
題において内容を忘れた場合、審査員は指
導手に助言を与え、実行するよう促す。そ
の事に対する減点はない。
各課題の作業開始は審査員の指示で開始す
る。方向変換、指示なし停座、歩度の変更
などは審査員の指示なしで実行する。
使用する声符は普通に発音された短い単一
単語とする。どの言語における使用も認め
られるが、一動作を促す「声符」は統一さ
れなければならない。
指導手が命令を 3 回使用しても、犬が課題
或いは課題に必要な動作を実行出来ない場
合、その課題は中止され評価は与えられない。

＜基本姿勢＞
ペアの片方の指導手と犬が「状況下での休
止」位置で基本姿勢を実行し、それに合わ
せて服従作業を行う指導手は出発点で基本
姿勢を取る。2 頭の犬が基本姿勢を取った
時点より、審査が開始される。
基本姿勢は一度だけ許される。やり直しは
評価が下がる。指導手と一緒に、犬も後退
させながら基本姿勢をとる行為は誤りであ
ります。全課目において、指導手は基本姿
勢の際、足は開脚した姿勢を取ることは禁
止されており、自然に立つ事が要求される。
犬を短く褒める行為は、各課題での終了基
本姿勢を明確に示した後、基本姿勢のまま
褒める。
その後、新たな基本姿勢を取り直す事が認

められる。この場合、犬を褒める行為を行っ
た基本姿勢から、次の課題作業開始を行う
新たな基本姿勢に入り、作業を開始するま
で最低 3 秒間の明確な間を置く必要がある。
基本姿勢から指導手と犬が行う、課目展開
部分 ( 助走 ) は最低 10 ～最大 15 歩の間に
指定された歩度で課題を実行しなければな
らない。
犬を正面停座より基本姿勢に移動させる際、
そして「停座」「立姿」「伏臥」実行中の犬
の右側に立って、次の声符を与えるまでに
最低 3 秒間の明確な間を置く必要がある。
基本姿勢及び課目展開部分 ( 助走 ) での過ち
は課題評価に影響を及ぼす。
指導手が犬のもとへ戻って、犬の右側に立
つ時には、‘ 正面から直接 ’ 或いは ‘ 後ろを
回る ’ の、どちらかを選択できる。
反転ターン実行の際は、指導手は必ず左回
転で実行されなければならない。( Ｕ字で回
るのではなく、その場で 180° 左回転 )。犬
は指導手の前後どちらを回っても良いが、
その方法は統一されていなければならない。
犬は正面停座から基本姿勢に移る際、‘ 指導
手の後ろを回る ’、或いは ‘ 正面から直接基
本姿勢に移る ’ の、どちらか選択できる。 
持来用のダンベルを取りに行く際にも、脚
側行進で犬と一緒にダンベル設置場所 3 歩
手前まで行く。
課目作業開始前に犬にダンベルを咥えさせ
る行為などは禁止されている。

1. 脚側行進 ( リードなし ) （15 点） 
＜使用声符＞

「脚側行進」を促す声符。作業開始及び歩度
変更時のみ許される。方向変換時に使用し
た場合は評価に影響する。

＜実施要領＞
指導手はリード無しで犬を伴い、審査員のも
とで基本姿勢をさせ申告を行う。基本姿勢か
ら審査委員の指示により作業は開始される。
出発点より常歩で 50 歩進んで左反転ターン
を行い、更に 10 ～ 15 歩進んだ後、「速歩」「緩
歩」へと歩度変更を実行する ( 各歩度を最低
10 歩行う )。「速歩」～「緩歩」への歩度変
更は減速用の中間的な歩度を用いてはなら
ない。また、各歩度の行進速度は明白な変
化をつける必要がある。その後、常歩に戻り
10 ～ 15 歩進み右に直角に曲がり、約 15
歩進み、右に直角に曲がる。約 15 歩進み左
反転ターンを行い、行進中に 1 回の停止を
行う。この際、指導手が停止したならば、犬
は指示なしで基本姿勢を取らなくてはなら
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ない。この課題の終盤に群衆内行進を行う。
最低 4 人で構成されたグループへと向かう。
指導手と犬はグループの 1 人に対して右回
り、他の 1 人に対して左回り (8 の字 ) を実
施し、グループ内で 1 回停止しなければな
らない。審査員の指示で指導手と犬はグルー
プ内から離れて、出発点に戻り基本姿勢を取
る。この終了基本姿勢を続く課題の作業開始
基本姿勢としても良い。

2. 常歩行進中の停座（5 点） 
＜使用声符＞

「脚側行進」、「停座」を促す各一声符。
＜実施要領＞

基本姿勢から脚側行進を開始し、10 ～ 15
歩の間で、立ち止まったり、振り向いたり、
歩度を変えることなく犬に「停座」を促す
声符を命じ。犬は迅速に座る。指導手はそ
のまま 15 歩前進したあと立ち止まり、直
ちに停座している犬の方へ向きを変える。
審査員の指示で指導手は犬のもとへ戻り、
犬の右側に立つ。犬に歩み寄る際には ‘ 正
面から直接 ’ 或いは ‘ 後ろを回る ’ の、どち
らかを選択できる。

3. 速歩行進中の伏臥、招呼（10 点） 
＜使用声符＞

「脚側行進」、「伏臥」、「招呼」、「基本姿勢実
行」を促す各一声符

＜実施要領＞
基本姿勢から常歩で10～15歩脚側行進し、
速歩に切り替えて 10 ～ 15 歩の間で、立ち
止まったり、振り向いたり、歩度を変える
ことなく犬に「伏臥」を促す声符を命じる。
犬は迅速に伏せる。指導手はそのまま 30
歩前進したあと立ち止まり、直ちに伏臥し
ている犬の方へ向きを変える。審査員の指
示で犬を「招呼を促す声符」又は、「犬の名前」
を呼び招呼する。指導手の前に正面停座し
ている犬に「基本姿勢を促す声符」を命じ、
作業終了基本姿勢を取らせる。

4. 速歩行進中の立止、招呼（10 点）
＜使用声符＞

「脚側行進」、「立止」、「招呼」、「基本姿勢実
行」を促す各一声符

＜実施要領＞
基本姿勢から速歩で脚側行進し、10 ～ 15
歩の間で、立ち止まったり、振り向いたり、
歩度を変えることなく犬に「立止」を促す
声符を命じる。犬は即座に立ち止まる。指

導手はそのまま 30 歩前進したあと立ち止
まり、直ちに立姿している犬の方へ向きを
変える。審査員の指示で犬を「招呼を促す
声符」又は、「犬の名前」を呼び招呼する。
指導手の前に正面停座している犬に「基本
姿勢を促す声符」を命じ、作業終了基本姿
勢を取らせる。

5. ダンベル持来 (2kg) （10 点） 
＜使用声符＞

「持来」、「ダンベルを渡す」、「基本姿勢実行」
を促す各一声符

＜実施要領＞
基本姿勢から指導手は 2kg のダンベルを約
10m 前方に投げる。この場合、指導手は静
止位置を移動してはならない。ダンベルが
完全に静止した段階で、「持来を促す声符」
を与える。冷静に停座していた犬は最短距
離で迅速にダンベルのもとへ向かい、直ち
にダンベルを咥え上げ、最短距離で迅速に
指導手のもとへダンベルを持来する。犬は
ダンベルを咥えたまま、指導手の前で正面
停座を実行し、指導手が約 3 秒後に「ダン
ベルを指導手に渡す為の声符」を命じる。
受け渡しまでの間、犬はダンベルをしっか
りと静かに保持していなければならない。
受け取られたダンベルは右手に持ち、腕を
完全に下方向に伸ばし切った状態で保持さ
れる。「基本姿勢を促す声符」により素早く
指導手の左側に正しい位置で脚側停座を行
う。指導手は課目実行中には静止位置を変
更してはならない。

6. 1 ｍ障害とダンベル持来 (650g) （15 点）
＜使用声符＞

「飛越」、「持来」、「ダンベルを渡す」、「基本
姿勢実行」を促す各一声符

＜実施要領＞
指導手と犬は障害から最低 5 歩離れた位置
で基本姿勢をとり、650g のダンベルを障
害の向こう側に投げる。ダンベルが完全に
静止した段階で、「飛越」と「持来を促す声
符」を与える。「持来を促す声符」は飛越を
実行中に命令しなければならない。冷静に
停座していた犬は、命令により障害を飛越
し、最短距離で迅速にダンベルのもとへ向
かい、直ちにダンベルを咥え上げた後、直
ぐに障害を飛越して、最短距離で迅速に指
導手のもとへダンベルを持来する。犬はダ
ンベルを咥えたまま、指導手の前で正面停
座を実行し、指導手が約 3 秒後に「ダンベ
ルを指導手に渡す為の声符」を命じる。受
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け渡しまでの間、犬はダンベルをしっかり
と静かに保持していなければならない。受
け取られたダンベルは右手に持ち、腕を完
全に下方向に伸ばし切った状態で保持され
る。「基本姿勢を促す声符」により素早く指
導手の左側に正しい位置で脚側停座を行う。
指導手は課目実行中には静止位置を変更し
てはならない。

7. 斜壁とダンベル持来 (650g) （15 点）
＜使用声符＞

「飛越」、「持来」、「ダンベルを渡す」、「基本
姿勢実行」を促す各一声符

＜実施要領＞
指導手と犬は斜壁から最低 5 歩離れた位置
で基本姿勢をとり、650g のダンベルを斜
壁の向こう側に投げる。ダンベルが完全に
静止した段階で、「飛越」と「持来を促す声
符」を与える。「持来を促す声符」は飛越を
実行中に命令しなければならない。冷静に
停座していた犬は、命令により障害を飛越
し、最短距離で迅速にダンベルのもとへ向
かい、直ちにダンベルを咥え上げた後、直
ぐに障害を飛越して、最短距離で迅速に指
導手のもとへダンベルを持来する。犬はダ
ンベルを咥えたまま、指導手の前で正面停
座を実行し、指導手が約 3 秒後に「ダンベ
ルを指導手に渡す為の声符」を命じる。受
け渡しまでの間、犬はダンベルをしっかり
と静かに保持していなければならない。受
け取られたダンベルは右手に持ち、腕を完
全に下方向に伸ばし切った状態で保持され
る。「基本姿勢を促す声符」により素早く指
導手の左側に正しい位置で脚側停座を行う。
指導手は課目実行中には静止位置を変更し
てはならない。

8. 前進と伏臥（10 点） 
＜使用声符＞

「前進」、「伏臥」、「停座姿勢」を促す各一声符
＜実施要領＞

指導手と犬は、基本姿勢から前進を実行
させる方向に向かって脚側行進を実行し、
10 ～ 15 歩の間で、立ち止まると同時に、
腕を上げて「前進を促す声符」を命じる。
犬は指示された方向に迅速、且つ直線的
に最低 30 歩前進した後、審査員の指示
で「伏臥」を促す声符を命じる。犬はそ
の場に素早く伏せなければならない。指
導手は犬が伏せるまでの間、腕を上げて
前進実行方向を示している事が認められ
る。審査員の指示で、指導手は常歩で犬
のもとへ行き、犬の右側に立つ。約 3 秒後、
審査員の指示で指導手は「停座姿勢を促
す声符」を命じ、犬は即座に正しい脚側
停座を実行し、終了基本姿勢を取る。

9. 状況下での休止（10 点） 
＜使用声符＞

「伏臥」、「基本姿勢実行」を促す各一声符
＜実施要領＞

服従作業は 2 頭 1 組で行う。1 頭の犬は脚
側行進を開始する為に、出発点で基本姿勢
を取る。他の 1 頭は審査員の指示により所
定の位置で基本姿勢を取る。審査員の指示
により「伏臥を促す声符」を命じ犬を伏せ
させる。リードなど如何なる物品も残さず、
指導手は後方を振り返ることなく、最低 30
歩離れた会場内の指示された場所に隠れる
( 防衛テントの中 )。他の 1 頭が試験課目 1
～ 7 を終了するまでは、静かに休止を継続
しなければならない。審査員の指示により
指導手は犬のもとへ行き、右側に立ち、約
3 秒後に審査員の指示により「停座を促す
声符」を命じる。犬は即座に正しい脚側停
座を実行し、終了基本姿勢を取る。
他の 1 頭が課目 6 を終了する前に、伏臥位
置より 3m 以上離脱した場合、得点は 0 点
となる。
他の 1 頭が課目 6 を終了後に、伏臥位置よ
り 3m 以上離脱した場合、それまでの部分
評価が適応される。

“C・防衛 ”
1. パトロール (6 ヶ所 ) 10 点
2. 禁足と咆哮 (5 ＋ 5) 15 点
3. 追捕
　( ヘルパーの逃走阻止 ) 10 点

4. 禁足から防御                    15 点
5. 背面護送 5 点
6. 背面護送から奇襲 15 点
7. ヘルパーの遠距離攻撃阻止 15 点
8. 禁足から防御 15 点
合   計 100 点

< 一般規定 >
会場の左右３ヶ所、合計６ヶ所の隠れ場所 ( 以
下、テントと言う ) が設営される。
作業に必要となる会場地面上のマーキング
は指導手、審査員及びヘルパーが目視可能
な形で付けられる。
ヘルパーは、片袖の防御衣を着用し、ソフト
鞭を装備する。ヘルパーは常に犬の動きを把
握する。禁足場面において必要に応じ犬を刺
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激することなく位置を変える事が許される。
ヘルパーは防御片袖で身の安全を守ることが
出来る。防衛ヘルパーからソフト鞭を取り上
げる方法は指導手に委ねられる。
犬が服従しない、勝手にヘルパーの潜むテ
ントに向かう、会場を離脱するなどの行動
が行われた場合、犬を呼び寄せる声符を 3
回使用する事が許されるが、3 回の声符で
指導手のもとへ戻らない場合、‘ 不服従 ’ と
判断され、防衛作業は中止となる。

＜各マーキング＞
＊「 禁足、咆哮」実施中の犬を呼び寄せる

指導手の静止位置
＊ヘルパーの追捕開始位置と終了地点
＊ ヘルパーの逃走阻止における犬の待機地点
＊遠距離攻撃における指導手と犬の待機地点

1. パトロール（10 点） 
＜使用声符＞

「パトロール」、「呼び寄せ」を促す各一声符
「犬名」と「呼び寄せ」の連結兼用も可とす
る。例えば「○○、来い」等。

＜実施要領＞
ヘルパーは 6 番 ( 最終 ) テントの中に待機
している。指導手は犬を紐無しで “ パトロー
ル出発点 ” に行き、基本姿勢をとる。審査
委員の指示でパトロールを開始する。指導
手は犬に「パトロールを促す声符」と左右
何れかの腕による指符で ( この動作は 1 テ
ントごとに繰り返すことが可能 )、犬は目標
を定めた態度で指示されたテントへ最短距
離で向かい、出来るだけ小回りで注意深く
テントを廻る必要がある。
テントを廻り終えたら「呼び戻しを促す声
符」で呼び寄せ、犬の動きを止めることなく、
新たに「パトロールを促す声符」で次のテ
ントに向かわせる。犬がパトロールを実行
中、指導手は中央線上を歩いて進み、左右
に動いてはならない。犬は常に指導手の前
方を走り、最終テントに犬が到達した時点
で、指導手は速やかに立ち止まり、その後
は声指符の使用は一切認められない。

2. 禁足と咆哮（15 点）
 ＜使用声符＞

「呼び寄せ」、「基本姿勢」を促す各一声符
「呼び寄せ」と「基本姿勢を促す」声符は連
動して使用する。
例 :「コイアトエ」
( 犬が手元に来てから「アトエ」は間違い )

＜実施要領＞
犬はヘルパーを発見次第、集中した禁足と、
継続的な咆哮を積極的に実行しなければな
らない。犬はヘルパーに接触したり、咬捕
してはならない。咆哮開始から約 20 秒後、
審査員の指示で指導手はテントから 5 歩離
れた位置に立つ。新たな審査員の指示で指
導手は連動した命令で犬を呼び寄せ、基本
姿勢をとる。審査員の指示で指導手はヘル
パーにテントから出てくるように指示する。
ヘルパーは、マーキングされた追捕開始地
点へ移動する。ヘルパーが移動中、犬は冷
静な状態で、正確な位置に於いて注意深く、
基本姿勢を続けなければならない。

3. 追捕 ( ヘルパーの逃走阻止 )（10 点）
＜使用声符＞

「脚側行進」、「伏臥」、「防御 ( 阻止又は前進、
前へ )」、「咬捕中止」を促す各一声符

＜実施要領＞
審査員の指示で指導手はヘルパーにテント
から出て来るように指示する。ヘルパーは、
マーキングされた追捕開始地点へ移動する。
審査員の指示で指導手と犬は脚側行進にて
待機位置に移動する。指導手と犬は待機位
置で「伏臥」の指示前に基本姿勢を取る。
続いて「伏臥」の命令で犬は即座に反応し
て伏せる。ヘルパーを冷静な態度と集中力
のある監視態度で注視する。ヘルパーと犬
との距離は 5 歩と設定される。
指導手は監視を続けている犬を残しテント
に戻り、犬とヘルパー、審査員の位置を常
に確認する必要がある。審査員の指示で、
ヘルパーは逃走を図る。ヘルパーが逃走し
たと同時に、指導手は「防御を促す声符」
を犬に命令する。犬は躊躇なく効果的に逃
走阻止行動を実行し、存在感ある力強い咬
捕で効果的に逃走を阻止する。この場合、
犬はヘルパーの片袖にのみ、咬捕すること
が許される。審査員の指示でヘルパーは静
止するが、犬は一定の移行期間を経た後に
咬捕を中止しなければならない。この場合、
指導手は審査員の指示なしで「咬捕中止」
を促す声符を犬に与える事が出来る。「咬捕
の中止」は第 1 声符で放さない場合、審査
員の指示で第 2 声符を命令する。それでも
放さず第 3 声符でも放さなかった場合、防
衛作業を中止する。
中止命令を与える際には、指導手の位置変
更や犬に影響を及ぼしてはならない。咬捕
中止後、犬はヘルパーとの距離を詰めた状
態で注意深く監視する必要がある。
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尚、ヘルパーの逃走に際し、犬が伏臥待機
状態のままである。または、約 20 歩以内
に追捕出来ない、或いは咬捕を持続出来な
い場合には作業を中止とする。
指導手が犬に「防御を促す声符」を命令し
なかった場合には評価が下がる。

4. 禁足から防御（10+5）（15 点）
＜使用声符＞

「咬捕中止」、「基本姿勢」を促す各一声符
＜実施要領＞

約 5 秒間の監視後、審査員の指示でヘルパー
は犬に対し攻撃を仕掛ける。犬は指導手の
指示なしで直ちに意欲的で力強く咬捕して
ヘルパー攻撃を防御、阻止しなければなら
ない。
尚、犬はヘルパーの片袖にのみ、咬捕する
ことが許される。犬が咬捕を実行した後に、
ヘルパーはソフト鞭による精神的負荷テス
トを 2 回実行する。負荷テストは肩部とキ
甲部のみ限定して行われる。この間、犬は
動じることなく、深く力強く、継続的な咬
捕を実行しなければならない。審査員の指
示でヘルパーは静止する。犬は一定の移行
期間を経た後に咬捕を中止しなければなら
ない。この場合、指導手は審査員の指示な
しで「咬捕中止」を促す声符を犬に与える
事が出来る。「咬捕の中止」は第 1 声符で放
さない場合、審査員の指示で第 2 声符を命
令する。それでも放さず第 3 声符でも放さ
なかった場合、防衛作業を中止する。
中止命令を与える際には、指導手の位置変
更や犬に影響を及ぼしてはならない。咬捕
中止後、犬はヘルパーとの距離を詰めた状
態で注意深く監視する必要がある。
審査員の指示で指導手は常歩で直接犬のも
とへ行き ( 犬が停座していても )、「基本姿
勢を促す声符」で脚側停座をさせる。この時、
ソフト鞭はヘルパーから取り上げない。

5. 背面護送（5 点）  
＜使用声符＞

「脚側行進」を促す一声符
例 :「アトエ」「トランスポート」など

＜実施要領＞
「禁足から防御」の基本姿勢から引き続き、
審査員によって指示された約 30 歩の背面
護送を実施する。指導手はヘルパーに対し
前方を歩くように命じる。犬と指導手はヘ
ルパーの約 8 歩後方を脚側行進する。犬は

ヘルパーに対し注意深く監視を行わなけれ
ばならない。この 8 歩の間隔は背面護送終
了まで厳守されなければならない。

6. 背面護送から奇襲（15 点）  
＜使用声符＞

「咬捕中止」、「基本姿勢」、「脚側行進」を促
す各一声符

＜実施要領＞
背面護送中、審査委員の指示でヘルパーは
止まることなく突然反転し、犬を奇襲する。
犬は指導手の指示なしで直ちに意欲的で力
強く咬捕してヘルパー攻撃を防御、阻止し
なければならない。犬が防御の為に咬捕を
実行すると同時に指導手は、その場に立ち
止まる。
審査員の指示でヘルパーは静止する。犬は一
定の移行期間を経た後に咬捕を中止しなけれ
ばならない。この場合、指導手は審査員の指
示なしで「咬捕中止」を促す声符を犬に与え
る事が出来る。「咬捕の中止」は第 1 声符で
放さない場合、審査員の指示で第 2 声符を命
令する。それでも放さず第 3 声符でも放さな
かった場合、防衛作業を中止する。
ヘルパーが静止すれば咬捕を放し禁足する。
中止命令を与える際には、指導手は位置変
更や犬に影響を及ぼしてはならない。咬捕
中止後、犬はヘルパーとの距離を詰めた状
態で注意深く監視する必要がある。
審査員の指示で指導手は常歩で直接犬のもと
へ行き ( 犬が停座していても )、「基本姿勢を
促す声符」で脚側停座をさせる。この時、ヘ
ルパーからソフト鞭を取り上げる。取り上げ
るタイミングは任意とする。犬が監視中また
は基本姿勢命令後、或いはヘルパーを後ろ
に下げて側面護送前に受け取る。続けてヘル
パーを伴い審査員へ引き渡すための、約 20
歩の側面護送を行う。その際、犬に「脚側行進」
または「トランスポート」の命令を与えるこ
とが許可されている。犬はヘルパーと指導手
の中央に位置するよう、ヘルパーの右側面を
行進する。その際、ヘルパーと接触行為、飛
びつく行為や咬捕をすることなく、犬はヘル
パーに対し注意深く監視を行わなければなら
ない。審査員の前で側面護送を停止する。犬
は指示なしで基本姿勢を行う。ソフト鞭を審
査員に渡し、第一作業の終了を伝える。

7. ヘルパーの遠距離攻撃阻止（15 点）
＜使用声符＞

「脚側停座」、「防御」、「咬捕中止」、「基本姿
勢」、「脚側行進」を促す各一声符
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＜実施要領＞
審査員の指示で指導手と犬は、1 番テント
と 2 番テントの中間地点にマーキングされ
た待機地点に移動する。移動中の脚側行進
は嬉々とした集中力ある態度で実行される
必要がある。待機地点に到達したら、向き
直り「基本姿勢を促す」声符で犬に基本姿
勢を取らせる。指導手はヘルパーに向かっ
て真っすぐに、落ち着いた状態を保ちなが
ら、基本姿勢を維持している犬の首輪を持
つことが認められるが、犬の興奮を掻き立
てる行為は禁止されている。審査員の指示
でソフト鞭を持ったヘルパーは、テントか
ら出て速歩にて中央ラインに向かう。中央
ラインに到達したヘルパーは止まることな
く、方向変換して犬と指導手に対し正面か
ら突進し、大声をあげて威嚇する。ヘルパー
との距離が 50 ～ 60 歩に縮まり次第、審査
員の指示により指導手は犬に「防御を促す
声符」を命じて発進させる。指導手は犬を
発進させた後は、その位置から移動しては
ならない。
犬は怯むことなくヘルパーに立ち向かい、
存在感ある力強い咬捕で効果的に攻撃を阻
止する。この場合、犬はヘルパーの片袖に
のみ、咬捕することが許される。審査員の
指示でヘルパーは静止するが、犬は一定の
移行期間を経た後に咬捕を中止しなければ
ならない。この場合、指導手は審査員の指
示なしで「咬捕中止」を促す声符を犬に与
える事が出来る。「咬捕の中止」は第 1 声符
で放さない場合、審査員の指示で第 2 声符
を命令する。それでも放さず第 3 声符でも
放さなかった場合、防衛作業を中止する。
中止命令を与える際には、指導手の位置変
更や犬に影響を及ぼしてはならない。咬捕
中止後、犬はヘルパーとの距離を詰めた状
態で注意深く監視する必要がある。

8. 禁足から防御（15 点）  
＜使用声符＞

「咬捕中止」、「基本姿勢」、「脚側行進」を促
す各一声符

＜実施要領＞
約 5 秒間の監視後、審査員の指示でヘルパー
は犬に対し攻撃を仕掛ける。犬は指導手の
指示なしで直ちに意欲的で力強く咬捕して
ヘルパーの攻撃を防御、阻止しなければな
らない。
尚、犬はヘルパーの片袖にのみ、咬捕する
ことが許される。犬が咬捕を実行した後に、
ヘルパーはソフト鞭による精神的負荷テス

トを 2 回実行する。負荷テストは肩部とキ
甲部のみ限定して行われる。この間、犬は
動じることなく、深く力強く、継続的な咬
捕を実行しなければならない。審査員の指
示でヘルパーは静止する。犬は一定の移行
期間を経た後に咬捕を中止しなければなら
ない。この場合、指導手は審査員の指示な
しで「咬捕中止」を促す声符を犬に与える
事が出来る。「咬捕の中止」は第 1 声符で放
さない場合、審査員の指示で第 2 声符を命
令する。それでも放さず第 3 声符でも放さ
なかった場合、防衛作業を中止する。
中止命令を与える際には、指導手の位置変
更や犬に影響を及ぼしてはならない。咬捕
中止後、犬はヘルパーとの距離を詰めた状
態で注意深く監視する必要がある。
審査員の指示で指導手は常歩で直接犬のも
とへ行き ( 犬が停座していても )、「基本姿
勢を促す声符」で脚側停座をさせる。
この時、ヘルパーからソフト鞭を取り上げ
る。取り上げるタイミングは任意とする。
犬が監視中または基本姿勢命令後、或いは
ヘルパーを後ろに下げて側面護送前に受け
取る。続けてヘルパーを伴い審査員へ引き
渡すための、約 20 歩の側面護送を行う。
その際、犬に「脚側行進」または「トラン
スポート」の命令を与えることが許可され
ている。犬はヘルパーと指導手の中央に位
置するよう、ヘルパーの右側面を行進する。
その際、ヘルパーと接触行為、飛びつく行
為や咬捕をすることなく、犬はヘルパーに
対し注意深く監視を行わなければならない。
審査員の前で側面護送を停止する。犬は指
示なしで基本姿勢を行う。ソフト鞭を審査
員に渡し、防衛作業の終了を伝える。指導
手は審査員の指示によりヘルパー静止位置
より 5 歩離れた地点まで脚側行進を行い、
静止後基本姿勢で犬にリードを装着する。
審査員の指示でヘルパーは退場する。
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◉ 自由選択 5 課目

45

犬種 ドーベルマン

犬名 マルス [R]
生年月日 - - -

所有者 西島 愛 指導手 矢野 麻衣子

40

犬種 ゴールデンレトリーバー

犬名 タイラー [R]
生年月日 2017/5/23 JKC-RG-02361/17 -

所有者 門馬 ゆかり （栃木県） 指導手 上原 和馬 （栃木県）

76

犬種 ラブラドール

犬名 ベルヴォア オブ マーベラス ディーヴァ [H]
生年月日 2009/7/24 PD-LZ-64700 392141000539566 

所有者 山口 さつき （神奈川県） 指導手 山口 さつき （神奈川県）

17
犬名 Hustler von der Reichen Wiese [R]

生年月日 2014/2/11 JSZ 382094 CT706

所有者 丸山　静 （東京都） 指導手 丸山　静 （東京都）

27

犬種 ラブラドール

犬名 千代 [H]
生年月日 2017/2/17 - -

所有者 峰岸 由香 （埼玉県） 指導手 峰岸 由香 （埼玉県）

37

犬種 MIX

犬名 リヤン [R]
生年月日 2012/7/21 - -

所有者 大田 栄子 （千葉県） 指導手 大田 栄子 （千葉県）

58
犬名 ネーベルシュピツ フォム ルナ [H]

生年月日 - - -

所有者 眞塩 匡治 （千葉県） 指導手 清水 由惟 （千葉県）

72

犬種 ボーダーコリー

犬名 プテラ オブ ハウス コージン [H]
生年月日 2011/2/26 JKC-01067/11 392145000365811 

所有者 安達 富三 （神奈川県） 指導手 安達 秀真 （神奈川県）

28
犬名 Raphaelcutestar of G.T.R [H]

生年月日 2017/8/30 JSZ 384024 392142000010112 

所有者 峰岸 由香 （埼玉県） 指導手 峰岸 由香 （埼玉県）

出 場 犬 一 覧
出場順はゼッケン順ではなく、「出場犬一覧」の順番になりますのでご注意ください。

状況により順番が前後する場合がございますのでご留意ください。
犬種の表記が無い犬はシェパード犬です。
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出場犬一覧

◉ 自由選択 １０課目

18

犬種 ラブラドール

犬名 ベル フォン ヨコハマ シゲリ [H]
生年月日 2015/7/10 L-67905 -

所有者 堀内 辰夫 （茨城県） 指導手 堀内 辰夫 （茨城県）

55

犬種 ボーダーコリー

犬名 Border Lane Wymondham Rose [H]
生年月日 2011/6/10 JKC-BCL-02308/11 -

所有者 石井 敦子 （千葉県） 指導手 清水 由惟 （千葉県）

31
犬名 Trigger [R]

生年月日 2010/2/6 - SH565

所有者 大竹 萌世 （埼玉県） 指導手 大竹 萌世 （埼玉県）

◉ 選別 自臭

33

犬種 ジャックラッセル

犬名 ヘルディン オブ ホワイト ベアード JP [H]
生年月日 2016/2/8 JKC-JR-01587/16 -

所有者 菊池 忍 （埼玉県） 指導手 里川 ひろみ （埼玉県）

26

犬種 ゴールデンレトリーバー

犬名 ブーケ オブ アイ [H]
生年月日 2018/6/28 PD-GZ 10954 392143000287623 

所有者 高村 さおり （群馬県） 指導手 高村 さおり （群馬県）

32
犬名 Trigger [R]

生年月日 2010/2/6 - SH565

所有者 大竹 萌世 （埼玉県） 指導手 大竹 萌世 （埼玉県）

34

犬種 シュナウザー

犬名 モコ オブ ポテズ ハウス JP [H]
生年月日 2017/12/10 JKC-MS-01206/18 -

所有者 青木 かおり （埼玉県） 指導手 里川 ひろみ （埼玉県）

◉ 選別 他臭

20
犬名 ハッピー オブ チバ ボックストゥリー [H]

生年月日 2011/7/15 S-415052 CK588

所有者 堀内 辰夫 （茨城県） 指導手 堀内 辰夫 （茨城県）

30

犬種 ラブラドール

犬名 セントラブ リング グローリー ウォルフィ [R]
生年月日 2017/4/23 - 392144000164282 

所有者 佐々木 雅一 （東京都） 指導手 永吉 由美子 （神奈川県）
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78
犬名 クラフト オブ フォン ヴェリテ [R]

生年月日 2012/3/10 JSZ 382338 CN179

所有者 伊藤 尚孝 （神奈川県） 指導手 安達 富三 （神奈川県）

24
犬名 ノア オブ ハウス サン ボア [H]

生年月日 2016/8/27 PD-SZ 422134 EP205

所有者 細野 優子 （長野県） 指導手 細野 優子 （長野県）

73
犬名 フォクト オブ ハマナ ガーデン [R]

生年月日 2016/2/20 JSZ 383281 H8528

所有者 大角 美智子 （神奈川県） 指導手 安達 健 （神奈川県）

79

犬種 エアデール

犬名 ボン （オブ ユキンタ マリア） [H]
生年月日 2016/9/18 PD-SZ 10449 392142010140759 

所有者 榎本 智子 （神奈川県） 指導手 安達 智子 （神奈川県）

77

犬種 ラブラドール

犬名 アルティマ オブ トータス マウンテン [H]
生年月日 2010/7/25 PD-LZ-64972 392141000412971 

所有者 山口 さつき （神奈川県） 指導手 山口 さつき （神奈川県）

74

犬種 ラブラドール

犬名 グローリー オブ エスポワール タナカ [R]
生年月日 2018/1/2 PD-LZ-68450 CT018

所有者 悦田 浩 （神奈川県） 指導手 安達 健 （神奈川県）

19

犬種 ラブラドール

犬名 ベル フォン ヨコハマ シゲリ [H]
生年月日 2015/7/10 L-67905 -

所有者 堀内 辰夫 （茨城県） 指導手 堀内 辰夫 （茨城県）

35

犬種 ラブラドール

犬名 （リッチ フィールド） イーファ [H]
生年月日 2016/4/24 PD-LZ-68022 -

所有者 加藤 友加 （長野県） 指導手 加藤 友加 （長野県）

75

犬種 ラブラドール

犬名 ベルヴォア オブ マーベラス ディーヴァ [H]
生年月日 2009/7/24 PD-LZ-64700 392141000539566 

所有者 山口 さつき （神奈川県） 指導手 山口 さつき （神奈川県）
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◉ CDJ

57

犬種 ボーダーコリー

犬名 Border Lane Blooming Rose [H]
生年月日 2012/10/5 JKC-BCL-03320/12 -

所有者 清水 由惟 （千葉県） 指導手 清水 由惟 （千葉県）

◉ ZPr

81
犬名 ファーブル フォン ヨコハマ シゲリ [R]

生年月日 2018/1/31 JSZ 384197 H8594

所有者 朝倉 操 （神奈川県） 指導手 阿曽沼 浩輝 （神奈川県）

80
犬名 ディアーヴォロ デッラ ヴェルジオーネ スポルティーヴァ [R]

生年月日 2015/10/9 JSZ 383037 H8520

所有者 松永 美弥子 指導手 松永 美弥子

71
犬名 フレイジャー フォン ヨコハマ シゲリ [R]

生年月日 2018/1/31 JSZ 384201 H8598

所有者 悦田 浩 （神奈川県） 指導手 安達 健 （神奈川県）

2
犬名 ウリエル オブ アウトサイダー [R]

生年月日 2017/9/22 JSZ 384052 S8026

所有者 平原 秀徳 （埼玉県） 指導手 古海 正城 （千葉県）

43
犬名 バンデ [R]

生年月日 - - -

所有者 山王 勇一 指導手 堀井 裕章

47
犬名 クサントウス v.d. フェルシュタント ハイム [R]

生年月日 2018/12/26 JSZ 384531 ZZ312

所有者 堀内 壽子 （埼玉県） 指導手 稲笛 航大 （埼玉県）

69
犬名 カティー フォン ヨコハマ シゲリ [H]

生年月日 2017/6/14 JSZ 383924 H8570

所有者 安達 俊夫 （神奈川県） 指導手 安達 智子 （神奈川県）

5
犬名 ユニークガール オブ ナチュラル フォレスト [H]

生年月日 2017/9/22 JKC-SH-00333 S8030

所有者 木村 浩和 （埼玉県） 指導手 古海 正城 （千葉県）

44
犬名 ニケ オブ カガ ラブリー [H]

生年月日 2013/8/22 JSZ 381639 8H453

所有者 山王 勇一 指導手 堀井 裕章
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48
犬名 クサンティ v.d. フェルシュタント ハイム [H]

生年月日 2018/12/26 JSZ 384536 ZZ317

所有者 堀内 壽子 （埼玉県） 指導手 稲笛 航大 （埼玉県）

70
犬名 ジェニー フォン ヨコハマ シゲリ [H]

生年月日 2018/7/23 JSZ 384400 H8607

所有者 府川 雅世 （神奈川県） 指導手 安達 智子 （神奈川県）

46

犬種 ラブラドール

犬名 ビアンカ [H]
生年月日 - - -

所有者 岡 惠介 指導手 矢野 麻衣子
◉ J-SchH 追求

1
犬名 ウリエル オブ アウトサイダー [R]

生年月日 2017/9/22 JSZ 384052 S8026

所有者 平原 秀徳 （埼玉県） 指導手 古海 正城 （千葉県）

52
犬名 テージ v.d. フェルシュタント ハイム [H]

生年月日 2016/12/27 JSZ 383658 ZZ265

所有者 飯塚 光子 （埼玉県） 指導手 阿利 直也 （埼玉県）

7
犬名 エルハルト オブ スピリット トム [R]

生年月日 2016/11/26 JSZ 383631 DM253

所有者 小楠 真由美 （埼玉県） 指導手 島田　薫 （栃木県）

25
犬名 ノア オブ ハウス サン ボア [H]

生年月日 2016/8/27 PD-SZ 422134 EP205

所有者 細野 優子 （長野県） 指導手 細野 優子 （長野県）

21
犬名 Bumblebee von Kyoto Masuda [H]

生年月日 2013/2/22 SVJZ117 392143000308094 

所有者 勝永 理子 （東京都） 指導手 勝永 理子 （東京都）

10
犬名 マインハルト フォン シコクイシズチソウ [R]

生年月日 2016/7/1 JSZ 383469 GF250

所有者 川端 啓子 （富山県） 指導手 武波 亨 （栃木県）

49
犬名 カール v.d. フェルシュタント ハイム [R]

生年月日 2014/2/8 JSZ 381863 CT697

所有者 井上 美穂 （埼玉県） 指導手 堀内 壽子 （埼玉県）
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59
犬名 Kamikaze of Fond Verite [R]

生年月日 4/28 PS-SZ 422638 392144000102071 

所有者 有賀 郁充 （岐阜県） 指導手 有賀 郁充 （岐阜県）

3
犬名 ルドルフ オブ アウトサイダー [R]

生年月日 2016/6/16 JSZ 383430 S8001

所有者 眞塩 匡治 （千葉県） 指導手 古海 正城 （千葉県）

16
犬名 Hustler von der Reichen Wiese [R]

生年月日 2014/2/11 JSZ 382094 CT706

所有者 丸山　静 （東京都） 指導手 丸山　静 （東京都）

41
犬名 ランダ フォム ハウス エム ワン [H]

生年月日 2016/11/2 JSZ 383688 DW163

所有者 福島 晶子 （茨城県） 指導手 福島 晶子 （茨城県）

60

犬種 マリノア

犬名 Taiyo vom Glucksklee JP [R]
生年月日 2013/7/9 JKC-BMA-00067/13 392141000550066 

所有者 古川 浩二 （埼玉県） 指導手 古川 木綿子 （埼玉県）

36

犬種 ラブラドール

犬名 （リッチ フィールド） イーファ [H]
生年月日 2016/4/24 PD-LZ-68022 -

所有者 加藤 友加 （長野県） 指導手 加藤 友加 （長野県）

38
犬名 Ubert II of Outsider [R]

生年月日 2017/9/22 JSZ 384051 S8025

所有者 上原 和馬 （栃木県） 指導手 上原 和馬 （栃木県）

13
犬名 ノトヘルム v.d. フェルシュタント ハイム [R]

生年月日 2014/12/17 JSZ 382523 CT786

所有者 小楠 真由美 （埼玉県） 指導手 武波 亨 （栃木県）

29

犬種 マリノア

犬名 Ashura [R]
生年月日 2014/2/3 - -

所有者 峰岸 由香 （埼玉県） 指導手 峰岸 由香 （埼玉県）

54
犬名 ベツァウベルン v. ココカマダ [R]

生年月日 2015/5/9 PD-SZ 420368 GK050

所有者 飯塚 光子 （埼玉県） 指導手 阿利 直也 （埼玉県）
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83
犬名 アンマー v.d. ヴァンダーファルケン [H]

生年月日 2016/6/18 JSZ 383453 N9454

所有者 大野 利恵子 （愛知県） 指導手 南 友雄 （三重県）

◉ J-SchH 服従

84
犬名 アンマー v.d. ヴァンダーファルケン [H]

生年月日 2016/6/18 JSZ 383453 N9454

所有者 大野 利恵子 （愛知県） 指導手 南 友雄 （三重県）

63
犬名 デーア デッラ ヴェルジオーネ スポルティーヴァ [H]

生年月日 2015/10/9 JSZ 383039 H8522

所有者 山口 正 （神奈川県） 指導手 安達 健 （神奈川県）

4
犬名 ルドルフ オブ アウトサイダー [R]

生年月日 2016/6/16 JSZ 383430 S8001

所有者 眞塩 匡治 （千葉県） 指導手 古海 正城 （千葉県）

8
犬名 エルハルト オブ スピリット トム [R]

生年月日 2016/11/26 JSZ 383631 DM253

所有者 小楠 真由美 （埼玉県） 指導手 島田　薫 （栃木県）

50
犬名 カール v.d. フェルシュタント ハイム [R]

生年月日 2014/2/8 JSZ 381863 CT697

所有者 井上 美穂 （埼玉県） 指導手 堀内 壽子 （埼玉県）

11
犬名 マインハルト フォン シコクイシズチソウ [R]

生年月日 2016/7/1 JSZ 383469 GF250

所有者 川端 啓子 （富山県） 指導手 武波 亨 （栃木県）

22
犬名 Bumblebee von Kyoto Masuda [H]

生年月日 2013/2/22 SVJZ117 392143000308094 

所有者 勝永 理子 （東京都） 指導手 勝永 理子 （東京都）

6
犬名 トルード オブ アウトサイダー [R]

生年月日 2017/8/24 JSZ 384000 S8018

所有者 原田 和子 （秋田県） 指導手 古海 正城 （千葉県）

61

犬種 マリノア

犬名 Taiyo vom Glucksklee JP [R]
生年月日 2013/7/9 JKC-BMA-00067/13 392141000550066 

所有者 古川 浩二 （埼玉県） 指導手 古川 木綿子 （埼玉県）



212020 年  スーパーランデス訓練競技会

出場犬一覧

39
犬名 Ubert II of Outsider [R]

生年月日 2017/9/22 JSZ 384051 S8025

所有者 上原 和馬 （栃木県） 指導手 上原 和馬 （栃木県）

14
犬名 ノトヘルム v.d. フェルシュタント ハイム [R]

生年月日 2014/12/17 JSZ 382523 CT786

所有者 小楠 真由美 （埼玉県） 指導手 武波 亨 （栃木県）

100

犬種 マリノア

犬名 Ashura　（ダミー犬） [R]
生年月日 2014/2/3 - -

所有者 峰岸 由香 （埼玉県） 指導手 峰岸 由香 （埼玉県）

◉ J-SchH 防衛

85
犬名 アンマー v.d. ヴァンダーファルケン [H]

生年月日 2016/6/18 JSZ 383453 N9454

所有者 大野 利恵子 （愛知県） 指導手 南 友雄 （三重県）

56
犬名 Blitzen vom Gross Weg [R]

生年月日 2014/9/1 JKC-SH-00200 S5516

所有者 三上 秀男 （千葉県） 指導手 清水 由惟 （千葉県）

9
犬名 エルハルト オブ スピリット トム [R]

生年月日 2016/11/26 JSZ 383631 DM253

所有者 小楠 真由美 （埼玉県） 指導手 島田　薫 （栃木県）

53
犬名 テージ v.d. フェルシュタント ハイム [H]

生年月日 2016/12/27 JSZ 383658 ZZ265

所有者 飯塚 光子 （埼玉県） 指導手 阿利 直也 （埼玉県）

68
犬名 アーネスト オブ フォン ヴェリテ [R]

生年月日 2016/3/16 JSZ 384206 CN246

所有者 原 栄治 （秋田県） 指導手 安達 健 （神奈川県）

66
犬名 アミーコ フォン デア レルヒェ [R]

生年月日 2013/8/16 JSZ 381609 H8421

所有者 塚原 雄器 （富山県） 指導手 安達 智子 （神奈川県）

67
犬名 デリコ オブ ロジータ 51 [R]

生年月日 2016/4/28 JSZ 383943 DG187

所有者 松本 智子 （埼玉県） 指導手 安達 富三 （神奈川県）
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42
犬名 ランダ フォム ハウス エム ワン [H]

生年月日 2016/11/2 JSZ 383688 DW163

所有者 福島 晶子 （茨城県） 指導手 福島 晶子 （茨城県）

12
犬名 マインハルト フォン シコクイシズチソウ [R]

生年月日 2016/7/1 JSZ 383469 GF250

所有者 川端 啓子 （富山県） 指導手 武波 亨 （栃木県）

23
犬名 Bumblebee von Kyoto Masuda [H]

生年月日 2013/2/22 SVJZ117 392143000308094 

所有者 勝永 理子 （東京都） 指導手 勝永 理子 （東京都）

65
犬名 エッポ フォン ヨコハマ シゲリ [R]

生年月日 2018/1/3 JSZ 384173 H8583

所有者 熊谷 陽子 （福島県） 指導手 安達 健 （神奈川県）

82
犬名 バレーノ デッラ ヴェルジオーネ スポルティーヴァ [R]

生年月日 2014/4/4 JSZ 382033 H8440

所有者 藤村 明実 （神奈川県） 指導手 藤村 明実 （神奈川県）

62

犬種 マリノア

犬名 Taiyo vom Glucksklee JP [R]
生年月日 2013/7/9 JKC-BMA-00067/13 392141000550066 

所有者 古川 浩二 （埼玉県） 指導手 古川 木綿子 （埼玉県）

15
犬名 ノトヘルム v.d. フェルシュタント ハイム [R]

生年月日 2014/12/17 JSZ 382523 CT786

所有者 小楠 真由美 （埼玉県） 指導手 武波 亨 （栃木県）

51
犬名 カール v.d. フェルシュタント ハイム [R]

生年月日 2014/2/8 JSZ 381863 CT697

所有者 井上 美穂 （埼玉県） 指導手 堀内 壽子 （埼玉県）

64
犬名 デーア デッラ ヴェルジオーネ スポルティーヴァ [H]

生年月日 2015/10/9 JSZ 383039 H8522

所有者 山口 正 （神奈川県） 指導手 安達 健 （神奈川県）
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Ｊ Ｓ Ｖ 師 範 会
会長　南　友雄

藤 井  多 嘉 史
内 田  五 十 男
山 田  三 郎

堀 内  壽 子
安 達  俊 夫

＊最高師範（順不同）

山 本  利 三
金 田  和 由 基
山 口  雄 生
高 橋  義 裕
小 木 曽  忍
池 澤  清 隆
池 上  昇
大 原  茂 雄
湊  臣 正

根 本  梨 枝
島 田  薫
藤 井  聡
安 達  健
加 藤  康 夫
内 田  巧
山 口  常 夫
広 内  正 彦
安 達  富 三

＊師　範（順不同）
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